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杉並区議会杉並維新の会報告

あなたのいばしょをつくります
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2023年4⽉23⽇杉並区議会議員選挙結果＆当選のご報告

活動記録（2023年4⽉25⽇〜）
4⽉25⽇（⽕）当選証書付与式
4⽉27⽇（⽊）東京維新の会⽉例会

新橋街宣活動
4⽉28⽇（⾦）町会パトロール
5⽉ 2⽇（⽕）⾼円寺駅頭（当選報告）
5⽉ 3⽇（⽔）⾜⽴区議選予定者応援
5⽉ 7⽇（⽇）収⽀報告書提出
5⽉ 8⽇（⽉）区議会初会合
5⽉ 9⽇（⽕）第1回新議員説明会

区内施設⾒学

昨年6⽉の杉並区議会議員補⽋選挙から約10ヶ⽉間、学びと傾聴を続けてまいりました。
この度の統⼀地⽅選挙後半戦、杉並区議会議員選挙に⽇本維新の会より改めて⽴候補し、
おかげさまで5,167票をいただき、無事に当選することができました。
ここからが本当のスタートです！！ご期待にそえるよう、まっすぐ丁寧に頑張ります！
杉並区⺠の皆さまの幸せのために、障害があっても無くても誰もが輝ける社会、
⼀⼈⼀⼈にとって安⼼安全な、あなたの「いばしょ」をつくります。

5⽉10⽇（⽕）第2回新議員説明会
5⽉12⽇（⾦)  町会パトロール
5⽉14~15⽇ ⽇本維新の会新⼈研修会
5⽉19~22⽇ 第1回臨時会
5⽉23⽇（⽕）質問通告

【予告】5⽉31（⽔）10時〜の杉並区議会本会議にて
⼀般質問をいたします。傍聴していただけます。



あなたのいばしょをつくります

〜私だからできること〜

〜 ChizuRoomへようこそ〜 毎回ゲストさんから、鈴⽊ちづるにまつわるお話をしていだくコーナー。
第１回は、同僚であり先輩でもある杉並区議会議員の松本みつひろさんです。

【鈴⽊ちづる プロフィール】
●1970年京都⽣まれ、同志社⼤学法学部法律学科卒
●特技：アロマテラピー、筋トレ、⽣き物と話せる
●障害児を含む三児の⺟。杉並に18年在住
●経歴：
・司法書⼠事務所にて契約、相続など法律業務
・⾼齢者グループホームの介護スタッフ（介護、傾聴）
・国⽴⼤学窓⼝、⾏政の緊急⽀援窓⼝（対⾯業務）
・杉並区⼦ども⼦育て会議委員（障害児の親として）
・SNS相談カウンセラー（孤独孤⽴・⾃殺対策）として⼦どもたちの本⾳を傾聴 ＜現任＞
・杉並区議会議員 ＜現任＞

公式サイト

松本みつひろ公式サイト
https://matsumotomitsuhiro.com/

コロナ禍の2020年8⽉に開催した、オ
ンラインタウンミーティングに参加して
くれたちづるさん。皆さんのご意⾒を伺
い、現状の区の取組や私の取組を報告し
ていく中で、主催者の私以上に、参加者
の話に熱⼼に⽿を傾けていらっしゃった
ことをよく覚えています。議員になりた
い⼈ではなく、議員になってほしい⼈。
私はそんな仲間を探していました。ちづ
るさんには初めてお話ししたその時から
ビジョンがあって、その⽴ち位置から懸
命に世の中を変えて⾏こうとしていまし
た。議員の職責はその世界を変えていく
ための翼になると思います。

⾒事に翼を⼿にしたちづるさんの今後
の⾶躍を、私も⼀⼈の区⺠として楽しみ
にしています。

いわゆる「維新っぽさ」
が全く⾒当たらない点も
魅⼒的でした。

維新のイメージを変え
政策の幅を広げ、より多
くの期待を背負える政策
集団にしていきたいと思
っています。

私は、障害児の親の⽴場と、介護現場、
SNS相談カウンセラー、そしてケアラー
⽀援の経験を活かして、福祉分野の情報
を、当事者⽬線で確実に、必要なひとへ
双⽅向で届けます。

⼈は⽣まれてから死ぬまで、不安のな
かで⽣きています。その不安の多くは
「情報を知らないこと」から⽣じます。
福祉とは、介護や⼿当などの、誰かを
助ける活動に限ったものではありません。
福は「幸せ」、祉も「幸せ」という意味
ですから全ての⼈が「⾃分と相⼿を⼤切
にして、今よりも幸せに⽣きる」こと。
つまり、QOL(クオリティ・オブ・ライ
フ、⽣活の質）を⾼めること。あなたと
あなたの周りの幸せのことです。

残念ながら⽇本は福祉分野がなり遅れ
ています。それは社会の構造上、横の繋
がりの乏しさや、世代間にある情報の壁
などがボトルネックになっているからで
はないでしょうか。
健康・介護・⼦育て・⽣き⽅などに関

する悩みや不安など、お互いの思いを共
有し情報交換、得意を活かして、みんな
で協⼒しあえる「いばしょ」をつくりた
いと考えます。
「これは個⼈的なことかもしれない」と
いうお悩みや、素朴な疑問こそが、すべ
ての⼈にとってのより良い⾏政サービス
に改⾰していく⼿がかりですので、その
お気持ちをぜひ私にお聴かせください。

鈴⽊ちづる


